
目

次

（
�
印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

告

示

�
障
害
者
自
立
支
援
法
の
規
定
に
よ
る
事
業
者
及
び
施
設
の
指
定

（
障
害
福
祉
課
）

一

�
障
害
者
自
立
支
援
法
の
規
定
に
よ
る
事
業
者
の
指
定

（

〃

）

�
平
成
十
八
年
香
川
県
告
示
第
五
百
八
十
号
（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
規
定
に
基
づ
く
徴
収

又
は
収
納
事
務
の
委
託
）
の
一
部
改
正

（
観
光
振
興
課
）

二

�
漁
業
法
の
規
定
に
よ
る
区
画
漁
業
の
免
許

（
水

産

課
）

公

告

�
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請

（
県
民
参
画
課
）

�
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請

（

〃

）

�
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
公
告

（
経
営
支
援
課
）

三

�
土
地
改
良
事
業
の
認
可
（
二
件
）

（
土
地
改
良
課
）

教
育
委
員
会
規
則

�
公
立
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

四

警
察
本
部
告
示

�
警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付
に
関
す
る
条
例
施
行
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
規
程

人
事
委
員
会
規
則

�
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

五

●
香
川
県
告
示
第
六
百
五
十
五
号

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
障
害
者
支
援
施
設
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
十
一
月
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

●
香
川
県
告
示
第
六
百
五
十
六
号

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
十
一
月
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

第８７号

平 成１８年

１１月６日（月曜日）

告

示

指
定
事
業
所

番

号

事
業
所
の
名
称
及
び

所

在

地

申
請
者
の
名
称
及
び

主
た
る
事
務
所
の

所

在

地

指
定
年
月
日

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

三
七
一
二
〇
〇

〇
八
五
四

生
活
訓
練
事
業
所

わ
か
た
け

坂
出
市
江
尻
町
字
南

新
開
一
六
〇
〇
番
地

の
一

社
会
福
祉
法
人

若

竹
会

坂
出
市
西
庄
町
一
六

六
六
番
地
四

平
成
十
八
年

十
月
一
日

自
立
訓
練

（
生
活
訓
練
）

三
七
一
二
〇
〇

〇
八
六
二

土
器
川
タ
ウ
ン

丸
亀
市
川
西
町
南
二

〇
七
番
地
の
三

社
会
福
祉
法
人

鵜

足
津
福
祉
会

綾
歌
郡
宇
多
津
町
浜

五
番
丁
五
三
番
地
一

一

平
成
十
八
年

十
月
一
日

障
害
者
支
援
施
設

（
生
活
介
護
）

指
定
事
業
所

番

号

事
業
所
の
名
称
及
び

所

在

地

申
請
者
の
名
称
及
び

主
た
る
事
務
所
の

所

在

地

指
定
年
月
日

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

三
七
二
二
〇
〇

〇
〇
六
八

精
神
障
害
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
五
色
台

坂
出
市
加
茂
町
六
八

〇
―
一

医
療
法
人
社
団
五
色

会坂
出
市
加
茂
町
九
六

三

平
成
十
八
年

十
一
月
一
日

共
同
生
活
援
助

○

○

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香

川

県

報

平
成
十
八
年
十
一
月
六
日

（
第
九
三
八
六
号
）

一



●
香
川
県
告
示
第
六
百
五
十
七
号

平
成
十
八
年
香
川
県
告
示
第
五
百
八
十
号
（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
規
定
に
基
づ
く
徴
収
又
は
収
納
事

務
の
委
託
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
十
八
年
十
一
月
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

表
栗
林
公
園
北
門
前
駐
車
場
使
用
料
及
び
栗
林
公
園
東
門
前
駐
車
場
使
用
料
の
収
納
事
務
及
び
香
川
県

歴
史
博
物
館
駐
車
場
、
栗
林
公
園
北
門
前
駐
車
場
及
び
栗
林
公
園
東
門
前
駐
車
場
の
使
用
料
（
回
数
券
に

よ
り
利
用
す
る
場
合
の
使
用
料
に
限
る
。
）
の
収
納
事
務
の
項
中
「
栗
林
公
園
東
門
前
駐
車
場
」
を
「
栗

林
公
園
東
門
駐
車
場
」
に
改
め
る
。

●
香
川
県
告
示
第
六
百
五
十
八
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
八
年
香
川
県
告

示
第
六
百
十
六
号
（
以
下
「
告
示
」
と
い
う
。
）
で
公
示
し
た
区
画
漁
業
に
つ
い
て
、
平
成
十
八
年
十
一

月
一
日
次
の
と
お
り
免
許
し
た
。

平
成
十
八
年
十
一
月
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

漁
業
の
種
類

第
一
種
区
画
漁
業

二

免
許
番
号

別
表
の
と
お
り

三

漁
業
の
名
称
及
び
時
期
並
び
に
漁
場
の
位
置
及
び
区
域

告
示
の
と
お
り

四

存
続
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
九
月
三
十
日
ま
で

五

制
限
又
は
条
件

告
示
の
と
お
り

六

漁
業
権
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

別
表
の
と
お
り

別
表特

定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

な
お
、
関
係
書
類
は
、
香
川
県
政
策
部
県
民
参
画
課
に
備
え
置
き
、
平
成
十
八
年
十
二
月
十
九
日
ま
で

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
十
一
月
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
八
年
十
月
十
八
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ぼ
の
ぼ
の
福
祉
会

道
官

敬
子

高
松
市
鹿
角
町
字
下
所
九
三
九
番
地
一

三

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
障
害
を
持
つ
人
に
対
し
て
、
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
事
業
を
行
い
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、

地
域
住
民
や
諸
学
生
へ
交
流
・
教
育
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
の
理
解
・
増
進
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

な
お
、
関
係
書
類
は
、
香
川
県
政
策
部
県
民
参
画
課
に
備
え
置
き
、
平
成
十
八
年
十
二
月
十
八
日
ま
で

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
十
一
月
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
八
年
十
月
十
六
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
こ
に
こ
三
豊

汐
見

美
根
子

免
許
番
号

告
示
中

の
番
号

漁
業

権
者

氏
名
又
は
名
称

住
所

区
第
１３０
号

１
引
田
漁
業
協
同
組
合

東
か
が
わ
市
引
田
２６６１

－
４４

公

告

香

川

県

報

平
成
十
八
年
十
一
月
六
日

（
第
九
三
八
六
号
）

二



三
豊
市
高
瀬
町
上
高
瀬
一
八
八
三
番
地
一

三

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

本
会
は
、
人
口
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る
中
に
あ
っ
て
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
に
、
愛
・
忍

耐
・
技
術
の
も
と
、
地
域
社
会
を
豊
か
で
住
み
よ
く
す
る
た
め
の
福
祉
活
動
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、

福
祉
の
増
進
と
町
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
、
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
さ
れ
た
届
出
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
た
の
で
、
法

第
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
十
一
月
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称
及
び
住
所

イ
オ
ン
株
式
会
社

千
葉
県
千
葉
市
美
浜
町
中
瀬
一
丁
目
五
番
地
一

二

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

イ
オ
ン
高
松
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

高
松
市
香
西
本
町
一
番
一
ほ
か

三

届
出
年
月
日

平
成
十
八
年
二
月
二
十
七
日

四

意
見
の
概
要

１

臨
港
道
路
香
西
北
一
号
線
に
面
す
る
出
入
口
に
つ
い
て
は
、
駐
車
場
法
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ

く
同
法
施
行
令
第
七
条
で
定
め
る
技
術
的
基
準
（
幅
員
六
メ
ー
ト
ル
未
満
の
道
路
に
は
出
入
口
を
設

け
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
）
に
適
合
し
な
い
こ
と
か
ら
、
適
切
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

２

計
画
店
舗
へ
の
経
路
と
な
る
香
西
大
橋
東
交
差
点
及
び
関
係
車
線
で
は
、
当
該
店
舗
に
よ
る
新
た

な
発
生
交
通
量
に
よ
り
、
交
通
混
雑
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
店
舗
周
辺
の
公
道
上

の
交
通
事
故
・
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
防
止
及
び
交
通
緩
和
の
た
め
、
交
通
状
況
を
踏
ま
え
た
誘
導
員
の

的
確
な
配
置
や
誘
導
看
板
の
設
置
、
さ
ら
に
は
交
通
誘
導
計
画
の
策
定
な
ど
、
実
効
性
を
評
価
し
た

上
で
、
適
切
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。
特
に
、
オ
ー
プ
ン
時
な
ど
の
繁
忙
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
十

分
に
配
慮
す
る
こ
と
。

な
お
、
交
通
対
策
を
講
じ
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
。

�

計
画
す
る
出
入
口
八
（
オ
ー
バ
ー
パ
ス
）
の
交
通
処
理
機
能
を
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
、
適

正
な
交
通
誘
導
な
ど
必
要
な
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

�

来
店
車
両
の
想
定
経
路
へ
の
誘
導
に
つ
い
て
は
、
当
該
店
舗
の
立
地
特
性
を
十
分
に
考
慮
の
上
、

折
込
チ
ラ
シ
で
の
周
知
な
ど
、
具
体
的
な
計
画
を
検
討
す
る
こ
と
。

�

来
店
車
両
に
よ
る
周
辺
地
域
の
生
活
道
路
へ
の
進
入
防
止
や
周
辺
の
公
道
及
び
港
湾
施
設
に
お

け
る
違
法
駐
車
に
対
す
る
対
応
を
十
分
に
行
う
こ
と
。

�

店
舗
周
辺
の
公
道
は
、
大
型
車
両
の
通
行
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
な
ど
の
利
用
特
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
必
要
な
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

五

意
見
を
述
べ
た
日

平
成
十
八
年
十
月
二
十
五
日

六

意
見
書
の
縦
覧
場
所
及
び
縦
覧
期
間

１

縦
覧
場
所

香
川
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
高
松
市
産
業
部
商
工
労
政
課

２

縦
覧
期
間

平
成
十
八
年
十
一
月
六
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
十
二
月
六
日
（
水
曜
日
）
ま
で

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
小
豆
郡
土
庄
町
土
地
改
良
区
が
土
地
改
良
事
業
（
単
独
県
費
補
助
土
地

改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排
水
事
業
）
笠
滝
地
区
）
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
平
成
十
八
年
十
月
十
八
日
認
可

し
た
。平

成
十
八
年
十
一
月
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
業
主
体
が
当
該
下
欄
に
掲
げ
る
土
地
改
良

事
業
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
平
成
十
八
年
十
月
十
八
日
認
可
し
た
。

平
成
十
八
年
十
一
月
六
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

事

業

主

体

土

地

改

良

事

業

名

香

川

県

報

平
成
十
八
年
十
一
月
六
日

（
第
九
三
八
六
号
）

三



公
立
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
十
一
月
六
日

香

川

県

教

育

委

員

会

香
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
一
号

公
立
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

公
立
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
七
年
香
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
四
号
ロ
中
「
身
体
障
害
者
療
護
施
設
」
を
「
障
害
者
支
援
施
設
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

●
香
川
県
警
察
本
部
告
示
第
十
八
号

警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付
に
関
す
る
条
例
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
十
一
月
六
日

香
川
県
警
察
本
部
長

山

田

尚

義

警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付
に
関
す
る
条
例
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

規
程

警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付
に
関
す
る
条
例
施
行
規
程
（
平
成
十
二
年
香
川
県
警

察
本
部
告
示
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
治
癒
」
を
「
負
傷
又
は
疾
病
の
治
癒
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
第
七
条
第
七
項
」
を
「
第
七
条
第
九
項
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
中
「
別
表
第
一
に
掲
げ
る
障
害
の
状
態
の
程
度
」
を
「
第
六
条
の
二
第
一
項

第
二
号
に
規
定
す
る
傷
病
等
級
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
別
表
第
二
に
掲
げ
る
障
害
の
程
度
」
を
「

第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
等
級
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
二
号
（
２
）
中
「�

治
ら
な
い
で
政
令
に
定
め
ら
れ
て
い
る
程
度
の
障
害
の
状
態
が

」
を

「治
ら
ず
�
当
該
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
る
障
害
の
程
度
が
警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給

付
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（昭
和
２７
年
政
令
第
４２９
号
�
以
下

「政
令

」と
い
う
�

）第
６
条
の
２
第
１

項
第
２
号
に
規
定
す
る
傷
病
等
級
に
該
当
す
る
障
害
の
状
態
で

」
に
、
「と

き
�
政
令
に
定
め
ら
れ
て
い

る
程
度
の

」
を
「場

合
に
お
い
て
�
政
令
第
７
条
第
２
項
に
規
定
す
る
障
害
等
級
に
該
当
す
る

」
に
、
「

で
定
め
る
程
度
の

」
を
「第

７
条
の
２
第
１
項
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
障
害
に
該
当
す
る

」

に
改
め
、
同
様
式
（
３
）
中
「政

令
の

」
を
「政

令
第
１０
条
の
４
の

」
に
改
め
、
同
様
式
（
３
）
の
表
の

備
考
中
「心

身
の
故
障
に
よ
り
軽
易
な
労
務
に
し
か
従
事
で
き
な
い

」
を
「政

令
第
９
条
第
１
項
第
４
号

の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
障
害
の

」
に
改
め
、
同
様
式
（
３
）
中
「政

令
で
定
め
る

」
を
「政

令
第
１１
条
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
た

」
に
改
め
、
同
様
式
（
４
）
中
「に

定
め
る
障
害
の
程
度

」
を
「

附
則
第
２
条
の
表
に
定
め
る
障
害
等
級

」
に
改
め
、
同
様
式
（
４
）
の
（
注
）
中
「警

察
官
の
職
務
に
協

力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付
に
関
す
る
法
律
施
行
令

」
を
「政

令

」
に
改
め
、
同
様
式
（
４
）
の
表
中
「

等
級

」
を
「障

害
等
級

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
四
号
（
裏
）
（
注
）
４
中
「該

当
等
級

」
を
「該

当
す
る
障
害
等
級

」
に
改
め
、
同
様
式

（
裏
）
（
注
）
中
５
を
６
と
し
、
４
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

５
こ
の
請
求
書
に
は
�
負
傷
又
は
疾
病
の
治
癒
の
時
期
の
決
定
及
び
障
害
等
級
の
決
定
に
必
要

な
医
師
の
診
断
書
そ
の
他
の
資
料
を
添
付
す
る
こ
と
�

別
記
様
式
第
七
号
（
表
）
中
「埋

葬
給
付

」
を
「葬

祭
給
付

」
に
、
「３

０
５
�
０
０
０
円

」
を
「３

１
５
�
０
０
０
円

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
九
号
（
表
）
中
「介

護
給
付

」
を
「休

業
給
付

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
二
号
（
裏
）
（
注
）
４
中
「支

給
さ
れ
た

」
を
「受

け
た

」
に
、
「該

当
等
級

」
を
「

該
当
す
る
障
害
等
級

」
に
改
め
、
同
様
式
（
裏
）
（
注
）
中
５
を
６
と
し
、
４
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

神
子
ヶ
浜
地
区
共
同
施
行

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排
水
事
業
）
神
子
ヶ
浜

地
区

大
木
戸
地
区
共
同
施
行

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
た
め
池
改
修
事
業
）
大
木
戸
地
区

大
信
地
区
共
同
施
行

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
が
い
排
水
事
業
）
大
信
地
区

西
岡
地
区
共
同
施
行

単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
農
道
整
備
事
業
）
西
岡
地
区

教
育
委
員
会
規
則

警
察
本
部
告
示

香

川

県

報

平
成
十
八
年
十
一
月
六
日

（
第
九
三
八
六
号
）

四



５
こ
の
請
求
書
に
は
�
負
傷
又
は
疾
病
の
治
癒
の
時
期
の
決
定
及
び
障
害
等
級
の
決
定
に
必
要

な
医
師
の
診
断
書
そ
の
他
の
資
料
を
添
付
す
る
こ
と
�

「傷
病

「傷
病
給
付
年
金

別
記
様
式
第
十
四
号
中

障
害

給
付
金
を

を

障
害
給
付
年
金

を

に
改
め
、
同
様
式
（
注
）

遺
族

」

遺
族
給
付
年
金

」

２
中
「氏

名

」
を
「受

給
権
者
又
は
代
表
者
は
�
氏
名

」
に
改
め
る
。

「傷
病

「傷
病
給
付
年
金

別
記
様
式
第
十
五
号
中

障
害

給
付
金
の

を

障
害
給
付
年
金

の

に
改
め
、
同
様
式
（
注
）

遺
族

」
遺
族
給
付
年
金

」

２
中
「氏

名

」
を
「受

給
権
者
又
は
代
表
者
は
�
氏
名

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
六
号
（
３
）
中
「心

身
の
故
障
に
よ
り
軽
易
な
労
務
に
し
か
従
事
で
き
な
い
よ
う
な

」

を
「警

察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（昭
和
２７
年
政
令
第
４２９

号
�
以
下

「政
令

」と
い
う
�

）第
９
条
第
１
項
第
４
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
障
害
の

」

に
改
め
、
同
様
式
（
４
）
中
「年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
程
度
の
障
害
の
程
度
に
な
っ
た

」
を
「政

令
第
６

条
の
２
第
１
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
な
く
な
っ
た

」
に
、
「年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
程
度
の
障
害

に
回
復
し
た

」
を
「政

令
第
７
条
第
１
項
に
規
定
す
る
障
害
等
級
に
該
当
し
な
く
な
っ
た

」
に
、
「心

身

の
故
障
に
よ
り
軽
易
な
労
働
に
し
か
従
事
で
き
な
い

」
を
「政

令
第
９
条
第
１
項
第
４
号
の
国
家
公
安
委

員
会
規
則
で
定
め
る
障
害
の

」
に
、
「心

身
の
故
障
に
よ
り
軽
易
な
労
務
に
し
か
従
事
で
き
な
い

」
を
「

政
令
第
９
条
第
１
項
第
４
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
障
害
の

」
に
改
め
る
。

「傷
病

「傷
病

「傷
病

等
級

別
記
様
式
第
十
七
号
中

等
級

を

に
、

障
害

給
付
年
金
の

障
害

」

障
害

等
級

」

遺
族

「傷
病
給
付
年
金

額

を

障
害
給
付
年
金

の
額

に
改
め
、
同
様
式
（
注
）
２
中
「氏

名

」
を
「請

求
者
は
�
氏
名

」

」

遺
族
給
付
年
金

」

に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
二
十
三
号
（
注
）
２
中
「氏

名

」
を
「請

求
者
は
�
氏
名

」
に
改
め
、
同
様
式
（
注
）
３

中
「支
給
さ
れ
た

」
を
「受

け
た

」
に
、
「該

当
等
級

」
を
「該

当
す
る
障
害
等
級

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
二
十
四
号
中
「障

害
給
付
金
の

」
を
「障

害
給
付
年
金
の

」
に
改
め
、
同
様
式
（
注
）
２

中
「氏

名

」
を
「請
求
者
は
�
氏
名

」
に
改
め
、
同
様
式
（
注
）
３
中
「支

給
さ
れ
た

」
を
「受

け
た

」

に
、
「該

当
等
級

」
を
「該

当
す
る
障
害
等
級

」
に
改
め
、
同
様
式
（
注
）
５
中
「障

害
給
付
金
前
払
一

時
金

」
を
「障
害
給
付
年
金
前
払
一
時
金

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
二
十
五
号
中
「障

害
給
付
年
金
前
払
一
時
金

」
を
「遺

族
給
付
年
金
前
払
一
時
金

」
に
改

め
、
同
様
式
（
注
）
２
中
「請

求
者

」
の
次
に
「
（代

表
者

）
」
を
加
え
る
。

別
記
様
式
第
三
十
号
（
注
）
１
中
「氏

名

」
を
「報

告
者
は
�
氏
名

」
に
改
め
、
同
様
式
（
注
）
２
中

「心
身
の
故
障
に
よ
り
軽
易
な
労
務
に
し
か
従
事
で
き
な
い

」
を
「警

察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者

の
災
害
給
付
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（昭
和
２７
年
政
令
第
４２９
号

）第
９
条
第
１
項
第
４
号
の
国
家
公
安

委
員
会
規
則
で
定
め
る
障
害
の

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
八
年
十
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
別
記
様
式
第
十
六
号
に
よ
る
年
金
証
書
は
、

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
別
記
様
式
第
十
六
号
に
よ
る
年
金
証
書
と
み
な
す
。

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
十
一
月
六
日

香
川
県
人
事
委
員
会
委
員
長

武

田

安

紀

彦

香
川
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
六
号

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
七
年
香
川
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
四
号
ロ
中
「
身
体
障
害
者
療
護
施
設
」
を
「
障
害
者
支
援
施
設
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則

香

川

県

報

平
成
十
八
年
十
一
月
六
日

（
第
九
三
八
六
号
）

五



古紙配合率70％ 
白色度72％再生紙を使用しています 香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。
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平
成
十
八
年
十
一
月
六
日
印
刷
発
行

印
刷
発
行
所

香

川

県

庁

（
購
読
料
月
極
二
千
五
百
円
）

香

川

県

報

平
成
十
八
年
十
一
月
六
日

（
第
九
三
八
六
号
）

六


